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1.(20) 圧力容器 Aの空気圧を測定するため U字管マノメータを使用したところ図１に示すよう
な結果を得た。Aの圧力を求めよ。2.(20) 図 2 に示すようにゲート ABは幅 1.2mで Aでヒン
ジされている。ゲージ Gの読みは-19.6kPa（ゲージ）の圧力がかかり、右側のタンクには比重
0.75の油が入っている。B点には水平方向にどれだけの力を加えればよいか。
3.(20) 円管内を比重 0.86のテレビン油が流れている。管中心にピトー管を入れ、水銀マノメー
タ（比重 13.6）で差圧を測ったところ 12cmあった。管中心の速度を求めよ。ただしピトー管の
速度係数は 0.98とする。4.(20) 図 3 に示すような管路を 8.5m3/minの水がポンプによって送
られている。ポンプの動力を求めよ。ただし、マノメータ液は水銀が使用されている。
5.(20) 図 5 に示す消防用ノズル d1 = 80mm, d2 = 25mmから水が流量 20l/sで噴出している。
ノズル内の流動抵抗を無視するとき、(1)ノズル入口の圧力を求めよ。(2)ノズルとホースの連結
フランジにかかる力を求めよ。
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（解）
1.

Poil = ρghgA = (0.75× 103)g(0.75)(1.5× 1.2) = 9.9kN

ηo =
(1.2× 1.53/12)

0.75(1.5× 1.2)
+ 0.75 = 1.0m, hg = 0.75

h = − p

ρg
= −19.6× 103

103g
= −2.0m

Pwater = 103g(0.5 + 0.75)(1.5× 1.2) = 22.1kN, hg = 1.25

ηw =
1.2× 1.53/12

1.25(1.5× 1.2)
+ 1.25 = 1.4m, 1.4− 0.5 = 0.9m

9.9× 103 × 1.0 + 1.5F − 22.1× 103 × 0.9 = 0, F = 6.7kN

2.

v = 0.98×
√
2gh(

ρg
ρt

− 1) = 0.98×
√
2gh× 0.12(15.8− 1) = 5.78m/s

3.

Hp =
v22 − v21

2g
+ (

p2
ρg

+ z2)− (
p1
ρg

+ z1)

∆p

ρg
= (

p2
ρg

+ z2)− (
p1
ρg

+ z1) = h(
ρg
ρg

− 1) = 1.3(13.6− 1) = 16.38

v1 =
8.5/60

π0.22/4
= 4.5m/s, v2 =

8.5/60

π0.152/4
= 8.0m/s

Hp = 2.24 + 16.38 = 18.62

L = ρgQHp = 103g × 0.1416× 18.62 = 25.8kw

5.

v1 =
4× 20× 10−3

π0.082
= 3.97m/s, v2 =

4× 20× 10−3

π0.0252
= 40.74

p1 +
1

2
ρv21 = pa +

1

2
ρv22 , p1(gage) =

ρ(v22 − v21)

2
= 822kPa

F = p1A+ ρQ(v1 − v2) = 4112− 734.6 = 3.4kN
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